
                  

 

１１月２７日（水）にまきび文化祭が開催されました。 

 

 

 

 

児童生徒はこのスローガンの下、ステージ発表、販売、実演、展示で力を発揮しました。その中でたくさ

んの「きらきら輝く」姿が見られたのではないでしょうか。大勢の人の前で日頃の学習の成果を発表し、温

かい拍手やエールをいただいたことで、児童生徒の達成感につながりました。たくさんの応援をいただき、

ありがとうございました。                                           （ 主幹教諭 恩村 雅美 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１１月５日（就労系）、１２月３日（福祉系）と事業所説明会が行われました。高等部の実習先や卒業後の

就労先等の企業の方々、福祉施設等の事業所の方々が対象です。本校の高等部生徒の作業学習や専門教

科の様子や、環境整備、支援の仕方等を参観し、本校について理解を深めていただくとともに、学校と事業所

と両方にとって、スムーズな移行ができるよう、卒業後に課題になること、在学中に身に付けてほしいこと等に

ついて意見交換をしました。就労系の事業所参観日では、「－働きやすい職場づくりをめざして－清掃現場で

の取組」と題して、星光ビル管理株式会社 岡山営業所のビル清掃マネージャー 橋本智子氏からご講演を

いただき、職場の課題を解決しながら、働きやすい職場に向けて取り組まれていることについてお話を聞きま

した。企業の方々が、大変熱心に聞いてくださっているのが印象的で、このような機会を経て、障害者雇用が

様々な企業で進むようにと思っております。また、福祉系では、在学中に身に付けてほしいこととして、「挨拶」

「身だしなみ」「余暇を過ごせること」等が出ました。挨拶は、「とてもよく頑張っていますね。」とお褒めの言葉

をいただきました。「身だしなみ」は着替えて終わりではなく、鏡を見て整えることの意識をもつことや習慣化

してほしいことを多くの方が言われていました。学校でも、そして、ご家庭でも、「小さい頃から、こつこつと」積

み重ねていきたいことだと思いました。また、とても大切だと感じたことは、一人一人の得意なことや苦手なこ

と、「こうしたらいいよ」ということをしっかり伝えてほしいということです。ご家庭とも協力しながら、どういうこ

とに興味をもっているのか、どのように環境を整えたり支援をしたりしたら少しでも課題を解決することができ

るのかを見つけて、卒業後の社会に送り出すことができればと考えています。     （副校長  中園 陽子 ）    

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県立倉敷まきび支援学校 

学 校 だ よ り 

令和６年度１２月号 校訓：夢へ みんなで まっすぐに 

まきび文化祭 

【事業所参観日（卒業後に向けて）】
練              】 

 

 

 

 

スローガン 

「みんなでつくろう きらきら輝く文化祭 ２０２４」 



 

                 


